
事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

推進費施行区間L=160m

A

A´
三峰川

推進費施行区間L=160m
根継工 L=160m
根固め工 L=160m
仮設工 一式
詳細設計 一式

（１） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年５月３日からの豪雨により、護岸の損傷が発生した。次期出水に

より護岸基礎部の洗掘が進行し堤防が決壊するおそれがあることから、

推進費を活用して緊急的に護岸補修工を実施し、地域住民の安全・安心を

確保する。

国土交通省

長野県伊那市美篶芦沢地先

188,000

河川維持修繕事業（天竜川水系三峰川）

イナ ミスズアシザワ

188,000

豪雨により被害を受けた箇所に対し、再度災害防止として護岸補修工
を実施する。

テンリュウガワ ミブガワ

【断面図】

【平面図】

【写真①】 【写真②】

長野県

【位置図】 （A-A’断面）

天
竜
川
上
流

（拡大図）
施行箇所

凡 例

推進費施行箇所赤

令和８年５月撮影（被害状況）

計画高水位

根固め工

洗掘ライン

根固めブロック露出

根継工

被災前河岸

沈下

被災水位

埋戻しライン

最深河床

令和８年５月撮影（被害状況）

三峰川

浸水想定範囲（約85ha）
浸水想定戸数（約591戸）

出典：国土地理院ウェブサイト（地理院地図を加工して作成）



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

根固めブロック沈下

（２） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年５月３日からの豪雨により、護岸の損傷が発生した。次期出水に

より護岸基礎部の洗掘が進行し堤防が決壊するおそれがあることから、

推進費を活用して緊急的に護岸補修工を実施し、地域住民の安全・安心を

確保する。

国土交通省

長野県下伊那郡豊丘村河野地先

150,000

河川維持修繕事業（天竜川水系天竜川・河野地区）

シモイナ トヨオカムラ カワノ

150,000

豪雨により被害を受けた箇所に対し、再度災害防止として護岸補修工
を実施する。

テンリュウガワ カワノ

【断面図】

【平面図】

【写真①】 【写真②】

長野県

【位置図】 （A-A’断面）

天
竜
川
上
流

（拡大図）

施行箇所

令和８年５月撮影（被害状況）

天竜川

令和８年５月撮影（被害状況）

豊丘村役場

図書館（避難場所）

保育園

推進費施行区間L=100m
根継工 L=100m
根固め工 L=100m
仮設工 一式
詳細設計 一式

凡 例

推進費施行箇所赤

浸水想定範囲（約129ha）
浸水想定戸数（約243戸）

洗掘ライン

計画高水位

根固め工根固めブロック露出

根継工

被災前河岸

沈下

被災水位

埋戻しライン

最深河床

出典：国土地理院ウェブサイト（地理院地図を加工して作成）



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

被災前木枠位置

中詰め材流出

被災後の木枠位置

（３） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年５月３日からの豪雨により、護岸の損傷が発生した。次期出水に

より護岸基礎部の洗掘が進行し堤防が決壊するおそれがあることから、

推進費を活用して緊急的に護岸補修工を実施し、地域住民の安全・安心を

確保する。

国土交通省

長野県上伊那郡中川村葛島地先

185,000

河川維持修繕事業（天竜川水系天竜川・葛島地区）

カミイナ ナカガワムラ カツラシマ

185,000

豪雨により被害を受けた箇所に対し、再度災害防止として護岸補修工
を実施する。

テンリュウガワ カツラシマ

【断面図】

【平面図】

【写真①】 【写真②】

施行箇所

（A-A’断面）

長野県 天
竜
川
上
流

（拡大図）

施行箇所

令和８年５月撮影（被害状況）

【位置図】

令和８年５月撮影（被害状況）

天竜川

推進費施行区間L=120m
根継工 L=120m
根固め工 L=120m
仮設工 一式
詳細設計 一式

工業施設

浸水想定範囲（約24ha）
浸水想定戸数（約16戸）

凡 例

推進費施行箇所赤

被災前河岸

計画高水位

木工沈床被災

洗掘ライン

根固め工

根継工

被災水位

最深河床

埋戻しライン

出典：国土地理院ウェブサイト（地理院地図を加工して作成）



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

護岸工（護岸復旧、基礎を岩へ貫入）

▽ 被災水位

▽計画河床高

▽ 岩線

河川敷

護岸開き・基礎倒れ

▽ 被災水位

▽計画河床高

根継工（護岸根継、基礎を岩へ貫入）

▽ 岩線

河川敷

遠賀川

大分県

長崎県

鹿児島県

佐賀県

熊本県

宮崎県

（４） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年６月24日からの豪雨により、護岸の損傷が発生した。次期出水に

より護岸基礎部の洗掘が進行し堤防が決壊するおそれがあることから、

推進費を活用して緊急的に護岸工等を実施し、地域住民の安全・安心を

確保する。

国土交通省

福岡県田川市川宮地先

96,000

河川維持修繕事業（遠賀川水系中元寺川）

タガワ カワミヤ

96,000

豪雨により被害を受けた箇所に対し、再度災害防止として護岸工等を
実施する。

オンガガワ チュウガンジガワ

【写真②】

令和８年４月撮影（被災状況） 令和８年４月撮影（被災状況）

【位置図】

（A-A’断面）

福岡県

（拡大図）

施行箇所

根継工L＝28m

推進費施行区間 L=60m （護岸工 L=15m、根継工L=45m）

A

A B

B

護岸工L=15m 根継工L=17m

開き
開き

基礎倒れ・開き

基礎の浮き

基礎の浮き

中元寺川
令和８年６月撮影（被害状況）

護岸開き
基礎倒れ

保育所（指定避難所） 推進費施行区間 L=60m
護岸工 L=15m
根継工 L=45m

A A
B B

田川後藤寺駅

凡 例

推進費施行箇所赤

浸水想定範囲（126ha）
浸水想定戸数（448戸）

【平面図】

令和８年７月撮影（被害状況）

【断面図】

【航空写真】

【写真①】

中元寺川

中元寺川

令和８年６月撮影（被害状況）

（B-B’断面）

護岸基礎浮き

出典：国土地理院ウェブサイト（地理院地図を加工して作成）



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

推進費施行区間 L=250m
護岸工 L=100m
掘削工 V=15,000m3
根固め工 L=100m
仮設工 一式
測量設計 一式

山鹿市

七城中央浄化センター
菊池市立七城小学校

菊池市立七城中学校

菊池市

護岸工、根固め工
L=100m

掘削工
V=15,000m3

（５） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年６月30日からの豪雨により、河岸の侵食が発生した。次期出水に

より河岸侵食が進行し堤防が決壊するおそれがあることから、推進費を

活用して緊急的に護岸工等を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

熊本県菊池市七城町加恵地先

250,000

河川維持修繕事業（菊池川水系迫間川）

キクチ シチジョウマチカエ

250,000

豪雨により被害を受けた箇所に対し、再度災害防止として護岸工等を
実施する。

キクチガワ ハザマガワ

【断面図】【平面図】

【写真①】 【写真②】

（A-A’断面）

迫間川

迫間川

【位置図】

熊本県

（拡大図）

令和８年７月撮影（被害状況）

施行箇所

凡 例

推進費施行箇所赤

令和８年７月撮影（被害状況）

浸水想定範囲（2.67km2）
浸水想定戸数（281戸）

盛土

護岸工

R7.6.12撮影
堤防防護ライン

根固め工

被災水位

迫間川

菊池川

推進費施行区間

七城中央
浄化センター

菊池川

迫間川

写真②

掘削

被災水位

A

A´

合志川

（B-B’断面）

B´

B

【航空写真】



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

小倉排水機場樋門

小倉水門

推進費施行区間 L=160m

根固工L=30m護岸工L=105m 護岸工L=25m

Ａ’

Ａ
B

B ’

推進費施行区間 L=160m
護岸工 L=130m
根固工 L=30ｍ
仮設工 一式
測量設計 一式

小倉排水機場
保育園

（６） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年６月24日からの豪雨により、護岸の損傷が発生した。次期出水に

より護岸の損傷が進行し堤防が決壊するおそれがあることから、推進費を

活用して緊急的に護岸工等を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

鹿児島県薩摩川内市小倉町地先

154,000

河川維持修繕事業（川内川水系川内川）

サツマセンダイ コクラチョウ

154,000

豪雨により被害を受けた箇所に対し、再度災害防止として護岸工等を
実施する。

センダイガワ

【断面図】

【平面図】

【写真①】

（A-A’断面）

川内川

川内川

（拡大図）

施行箇所

凡 例

推進費施行箇所赤

浸水想定範囲（0.2km2）
浸水想定戸数（床上12戸、床下40戸）

小倉川

高城川

令和８年６月撮影（被害状況）

クラック

R8.6撮影

【写真②】
護岸のクラック

川内川

【位置図】

鹿児島県

護岸工

河床洗掘

河床

被災水位

護岸の
クラック

護岸基礎の露出

根固工

河床洗掘

As

被災水位

（B-B’断面）

底版護岸

開き・基礎の露出

【写真③】



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

被災前天端位置被災前天端位置

護岸崩落

護岸崩落

出典：国土地理院ウェブサイト（地理院地図を加工して作成)

香芝市 推進費施行区間 L=42m
護岸工 L=11m
根固め工 L=42m
仮設工 一式
家屋調査 一式

（７） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年５月３日からの豪雨により、護岸の損傷が発生した。次期出水に

より護岸の損傷が進行し堤防が決壊するおそれがあることから、推進費を

活用して緊急的に護岸工等を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

奈良県

奈良県香芝市下田東一丁目地先

44,000

特定都市河川浸水被害対策推進事業（大和川水系葛下川）

カシバ シモダヒガシ

22,000

豪雨により被害を受けた箇所に対し、再度災害防止として護岸工等を
実施する。

ヤマトガワ カツゲガワ

【断面図】

【平面図】

【写真①】 【写真②】

【位置図】 （A-A’断面）

奈良県

施行箇所

As

(石積崩壊)

(石積崩壊)

（ひび割れ)

(法面崩壊)

(As崩壊)

(フェンス崩壊)

As

Co

(R8.5.8水面高) 計画河床高 45.914

K(想定)

1:0.5

護岸工

根固め工 仮設工

凡 例

推進費施行箇所赤

浸水想定範囲

令和８年５月撮影（被害状況）

葛下川
葛下川

写真①

大阪府

京都府

三重県

和歌山県

令和８年５月撮影（被害状況）



施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

事 業 名

交付金計画名

推進費施行区間 L=25ｍ
災害復旧事業（予定）

応急復旧工事に伴う仮設道路

真野川
坂路設置前

推進費施行区間
L=25m

災害復旧事業（予定）

JR湖西線

推進費施行区間 L=25m
掘削工 V=2,100m3
護岸工 L=25m

災害復旧事業（予定）

整備済み箇所 A´

A

国 費

令和８年６月26日からの豪雨により、河岸の侵食が発生した。次期出水に

より河岸の侵食が進行し護岸が崩落すると背後地に甚大な被害を及ぼす

おそれがあることから、推進費を活用して緊急的に護岸工を実施し、地域

住民の安全・安心を確保する。

滋賀県

滋賀県大津市真野五丁目地先

35,000

（８） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

防災・安全交付金事業（淀川水系真野川）

オオツ マノ

17,500

ヨドガワ マノガワ

滋賀県における総合的治水対策の推進（防災・安全）

豪雨により被害を受けた箇所に対し、再度災害防止として護岸工等を
実施する。

【断面図】

【平面図】

出典：国土地理院ウェブサイト（地理院地図を加工して作成）

真野川

令和８年６月撮影（被害状況）

【写真①】 【写真②】

（A-A’断面）

真野川

真野川

琵琶湖

【位置図】
滋賀県

施行箇所

施行箇所

（拡大図）

凡 例

推進費施行箇所赤

災害復旧事業（予定）（当年度施行）緑

写真①

掘削工

護岸工

令和８年７月撮影（被害状況）



施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

事 業 名

交付金計画名

推進費施行区間 L=600m
河道掘削工 V=32,000m3

Ａ

Ａ’

至 串本町

至 すさみ町

国 費

令和８年６月２日からの豪雨により、古座川水系古座川の流域内で浸水

被害が発生した。次期出水により同様の浸水被害が発生するおそれがある

ことから、推進費を活用して緊急的に河道掘削工を実施し、地域住民の安

全・安心を確保する。

和歌山県

和歌山県東牟婁郡古座川町月野瀬地先

200,000

（９） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

防災・安全交付金事業（古座川水系古座川）

ヒガシムロ コザガワチョウ ツキノセ

100,000

コザガワ

災害予防・減災のための着実な基盤づくりの推進による安全・安心社会の実現（防災・安全）

豪雨により浸水被害が発生したことから、再度災害防止として河道掘削
工を実施する。

和歌山県

【位置図】

【平面図】

出典：国土地理院ウェブサイト（地理院地図を加工して作成）

令和８年６月撮影（高瀬地区浸水被害状況）

【写真①】 【写真②】

対策後水位（H.W.L.）

平水位

対策前水位

河道掘削工

古座川

【断面図】 （A-A’断面）

凡 例

推進費施行箇所赤

令和８年６月２日からの豪雨による浸水範囲

令和８年６月撮影（月野瀬地区浸水被害状況）

推進費施行区間施行箇所

（広域図）



施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

事 業 名

交付金計画名

矢野川

東橋

A

A’

推進費施行区間 L=75ｍ
法覆護岸工 A=377m2
袋型根固工 L=75m
舗装工 A=150m2
仮設工 一式

護岸崩落

国 費

令和８年６月25日からの豪雨により、護岸の損傷が発生した。次期出水に

より河床洗掘が進行し護岸が崩落すると背後地に甚大な被害を及ぼす

おそれがあることから、推進費を活用して緊急的に護岸工を実施し、地域

住民の安全・安心を確保する。

兵庫県

兵庫県相生市若狭野町若狭野地先

45,000

（10） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

防災・安全交付金事業（千種川水系矢野川）

アイオイ ワカサノチョウ

22,500

チクサガワ ヤノガワ

頻発する自然災害に対する安全・安心の確保（防災・安全）

豪雨により浸水被害が発生したことから、再度災害防止として護岸工等
を実施する。

【位置図】 【断面図】

【平面図】

出典：国土地理院ウェブサイト（地理院地図を加工して作成）

令和８年６月撮影（被害状況）【写真①】

（A-A’断面）

袋型根固工

法覆護岸工

舗装工

凡 例

推進費施行箇所赤

推進費施行区間 L=75ｍ

【写真④】【写真②】 【写真③】

兵庫県

施行箇所

京都府

鳥取県

岡山県

香川県
徳島県

大阪府

和歌山県

奈良県

福井県

浸水想定範囲



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

（11） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年４月21日、降雨の影響により崖崩れ（落石）が発生した。今後、地

山浸食の進行により、再度崖崩れ（落石）の発生するおそれがあることから、

推進費を活用して緊急的に落石防護柵工等を実施することにより、通行者

の安全・安心を早期に確保する。

国土交通省

北海道増毛郡増毛町雄冬地先

230,000

道路維持管理事業（一般国道231号）

マシケ マシケチョウ オフユ

230,000

崖崩れが発生した箇所に対し、再度災害防止として、落石防護柵工等
を実施する。

令和８年４月13日撮影（被災状況） 令和８年４月13日撮影（被災状況）

☐50cm×50cm×50cm

☐50cm×50cm×40cm

☐40cm×40cm×40cm

☐50cm×50cm×50cm

☐30cm×30cm×20cm

☐40cm×50cm×40cm

落石防護柵工
(h=3.5m)

一般国道231号

40°
～50°

CL

【 A-A’断面図】

推進費施行区間 L=90.0m

落石防護柵工 L=90.0m

測量設計費 一式

落石到達位置

浮石・転石

至 札幌市

A’

A

写真②

写真③ 22.5°
22.5°

写真①

至 留萌市

【平面図】 凡 例

推進費施行箇所赤

【位置図】 北海道

施行箇所

落石発生源

落石到達位置

至 留萌市 至 札幌市

令和８年４月撮影（落石発生箇所状況）【写真②】

至 留萌市

至 札幌市

落石

50cm×40cm×30cm

令和８年４月撮影（落石発生状況）【写真③】撮影：令和8年4月23日

Φ=120cm×120cm×100cm

Φ=120cm×120cm×100cm

Φ=50cm×40cm×20cm

令和８年４月撮影（浮石・転石状況）【写真①】



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

（12） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年６月10日、降雨の影響により崖崩れが発生した。今後、降雨によ

り、更なる崖崩れが発生し、道路通行に重大な支障を生じるおそれがあるこ

とから、推進費を活用して緊急的に法面対策工を実施することにより、通行

者の安全・安心を早期に確保する。

内閣府

沖縄県名護市字源河地先

11,000

道路維持管理事業（一般国道58号）

ナ ゴ アザゲンカ

11,000

崖崩れが発生した箇所に対し、再度災害防止として、法面対策工を実
施する。

令和８年４月13日撮影（被災状況） 令和８年４月13日撮影（被災状況）

【平面図】

☐50cm×50cm×50cm

☐50cm×50cm×40cm

☐40cm×40cm×40cm

☐50cm×50cm×50cm

☐30cm×30cm×20cm

☐40cm×50cm×40cm

【位置図】

沖縄県
施行箇所

国頭村

名護市

那覇市

【断面図】

用地境界

旧道歩道

H
=
1
0
ｍ

A-A断面

用地買収範囲

崩落土砂

3

2333-1

T

6.60

3.20

15.80

13.00

2.10

7.90

10.60

7.30

D

43.9

2332-1

T

NO
.3
0+
2.
06
7

写真②

写真①

A

A

推進費施行区間 L=10m
道路土工 V=25ｍ3、吹付工 A=100ｍ2、仮設工 一式

施行完了区間 L=10m
応急対策工 大型土のう設置 N=30個

測量調査 一式、地質調査 一式、詳細設計 一式、用地費 A=100ｍ2

崖崩れ

用地買収範囲

用地境界

凡 例

推進費施行箇所赤

施行完了箇所黒

崖崩れ

令和８年６月撮影（被害状況） 令和８年６月撮影（大型土のう設置状況）【写真①】 【写真②】



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

（13） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年５月３日、降雨の影響により崖崩れが発生した。今後、降雨等に

より、更なる崖崩れが発生し、道路通行に重大な支障を生じるおそれがある

ことから、推進費を活用して緊急的に法面対策工を実施することにより、通

行者の安全・安心を早期に確保する。

岐阜県

岐阜県高山市清見町夏厩地先

140,000

道路更新防災等対策事業（一般国道158号）

タカヤマ キヨミチョウ ナツマヤ

70,000

崖崩れが発生した箇所に対し、再度災害防止として、法面対策工を実
施する。

令和８年４月13日撮影（被災状況） 令和８年４月13日撮影（被災状況）

☐50cm×50cm×50cm

☐50cm×50cm×40cm

☐40cm×40cm×40cm

☐50cm×50cm×50cm

☐30cm×30cm×20cm

☐40cm×50cm×40cm

A-A断面

施行箇所

岐阜県

【位置図】 【横断図】
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882.74
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884.39

885.59
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881.52

886.21
885.07

880.21

883.52

886.72

876.69

885.26

KBM-1

H=859.350

吹付法枠(F300) L=877.8m鉄筋挿入 (D19-SD345,L=2.5m) N=253本

ポケット式落石防護網 N=1式 (A=1035m2)

施工区間 L=66.5m

Dep:4.00m

Br-NO.1
GH=862.33

転石群(樹脂ネット張)

S-1
L=1.45m

S-2

L=1.59m

S-3
L=0.60m

S-4
L=1.38m

S-5

L=0.65m

S-1'

L=1.50m

S-2'
L=0.74m

Ａ

写真①

写真③

推進費施行区間 L=67m
吹付法枠工 A=860m2、コンクリート吹付工 A=155m2

鉄筋挿入工 N=253本、落石防護工 A=1035m2、仮設工 一式

Ａ

至 岐阜県郡上市

至 岐阜県高山市街一般国道158号

写真②

不安定岩盤

対策を必要とする範囲

不安定岩盤の
一部が崩落

転石の点在

【平面図】

凡 例

推進費施行箇所赤

至 岐阜県郡上市

至 岐阜県高山市街

令和８年５月撮影（被害状況）

不安定岩盤の一部が崩落

【写真①】 令和８年５月撮影（被害状況）

対策を必要とする範囲

至 岐阜県郡上市 至 岐阜県高山市街

不安定岩盤の一部が崩落

不安定岩盤

【写真②】 令和８年５月撮影（被害状況）

すべり面

亀裂発達

【写真③】



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

（14） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年４月２日、降雨の影響により崖崩れが発生した。全面通行止めを

早期に解消し、安全な交通を確保する必要があることから、推進費を活用し

て緊急的に法面対策工を実施することにより、通行者の安全・安心を早期

に確保する。

福井県

福井県大野市中島地先

149,000

道路更新防災等対策事業（一般国道157号）

オオノ ナカジマ

74,500

崖崩れが発生した箇所に対し、再度災害防止として、法面対策工を実
施する。

令和８年４月13日撮影（被災状況） 令和８年４月13日撮影（被災状況）

【断面図】

☐50cm×50cm×50cm

☐50cm×50cm×40cm

☐40cm×40cm×40cm

☐50cm×50cm×50cm

☐30cm×30cm×20cm

☐40cm×50cm×40cm

A-A’断面

施行箇所

福井県

大野市

【位置図】
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(置き石)

430

推進費施行区間 L=42.0m
グラウンドアンカー工 N=121本、法枠工 A=195m2

法枠工 A=1,283m2、鉄筋挿入工 N=95本、仮設工一式

一般国道157号 写
真
①

写
真
②

写
真
③

A

A‘

崩壊箇所
L=25.0m
H=40.0m

【平面図】

令和８年４月撮影（被害状況） 令和８年４月撮影（被害状況） 令和８年５月撮影（応急対策状況）

凡 例

推進費施行箇所赤

当年度施行箇所青

【写真①】 【写真②】 【写真③】



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

（15） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年５月11日、融雪水の影響により崖崩れが発生した。全面通行止め

を早期に解消し、安全な交通を確保する必要があることから、推進費を活用

して緊急的に道路盛土工等を実施することにより、通行者の安全・安心を早

期に確保する。

秋田県

秋田県仙北郡美郷町六郷東根地先

86,000

道路更新防災等対策事業（主要地方道花巻大曲線）

センボク ミサトチョウ ロクゴウヒガシネ

43,000

崖崩れが発生した箇所に対し、再度災害防止として、道路盛土工等を
実施する。

令和８年４月13日撮影（被災状況）

【平面図】

☐50cm×50cm×40cm

☐40cm×40cm×40cm

☐50cm×50cm×50cm

☐30cm×30cm×20cm

☐40cm×50cm×40cm

ハナマキオオマガリ

施行箇所

秋田県

【位置図】
A－A’断面

崩落土除去工

盛土工

舗装工 4.5m

ふとんかご工

小段排水工

植生工

【断面図】
舗装工 4.5m

B－B’断面

崩落土堆積

令和８年５月撮影（被害状況）

令和８年５月撮影（被害状況）

出典：秋田県道路台帳図を加工して作成

A
A’

推進費施行区間L=50m

崩落土除去工 V=1,500m3
盛土工 V=4,100m3
植生工 A=790m2
小段排水工 L=50m
ふとんかご工 L=100m
舗装工 A=225m2
測量設計費 一式

仙北郡美郷町

写真①

写真②

崩落土堆積

至大仙市
（市街地方面）

至 美郷町
（女神山方面）

【写真②】

【写真①】

凡 例

推進費施行箇所赤



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

（16） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年３月３日、降雨や融雪の影響により崖崩れが発生した。全面通行

止めを早期に解消し、安全な交通を確保する必要があることから、推進費を

活用して緊急的に補強盛土工等を実施することにより、通行者の安全・安

心を早期に確保する。

出雲崎町

新潟県三島郡出雲崎町大字相田地先

17,000

道路更新防災等対策事業（町道小木ノ城線）

サントウ イズモザキマチ オオアザアイダ

8,500

崖崩れが発生した箇所に対し、再度災害防止として、補強盛土工等を
実施する。

令和８年４月13日撮影（被災状況） 令和８年４月13日撮影（被災状況）

【位置図】

【平面図】

☐50cm×50cm×50cm

☐50cm×50cm×40cm

☐40cm×40cm×40cm

☐50cm×50cm×50cm

☐30cm×30cm×20cm

☐40cm×50cm×40cm

オギノジョウ

施行箇所

新潟県 【断面図】A－A’

横断勾配

5500

4
8
2
0

3500

道路用地

民地

As

3.210%

1:0.6

1:0.6

排 水 工

補強盛土工

舗 装 工

T.1

T.2A

AS

AS

井桁擁壁

200

205

210

215

195

20
0

205

205

21
0

A'

A

補強盛土工L=18m
舗装工A=126m2
排水工L=30m

写真③

凡 例

推進費施行箇所赤

推進費施行区間L=24m 被災範囲

令和８年３月撮影（被害状況）

至 出雲崎駅

至 長岡

【写真①】

令和８年４月撮影（被害状況）至 出雲崎駅

至 長岡

【写真②】

至 出雲崎駅

至 長岡

令和８年４月撮影（被害状況）

【写真③】



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

（17） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年４月６日、降雨の影響により崖崩れが発生した。歩道や路肩規制

を早期に解消し、安全な交通を確保する必要があることから、推進費を活用

して緊急的に落石対策工等を実施することにより、通行者の安全・安心を早

期に確保する。

静岡県

静岡県賀茂郡松崎町明伏地先

112,000

道路更新防災等対策事業（主要地方道下田松崎線）

カモ マツザキチョウアケブシ

56,000

崖崩れが発生した箇所に対し、再度災害防止として、落石対策工等を
実施する。

令和８年４月13日撮影（被災状況） 令和８年４月13日撮影（被災状況）

☐50cm×50cm×50cm

☐50cm×50cm×40cm

☐40cm×40cm×40cm

☐50cm×50cm×50cm

☐30cm×30cm×20cm

☐40cm×50cm×40cm

シモダマツザキ

静岡県

施行箇所

【位置図】

ポケット式落石防止網工

ロープ伏工・ロープ掛工

（主）下田松崎線

【断面図A-A´ 】

落石

ロープ掛工 5箇所

ロープ伏工
1箇所

凡 例

推進費施行箇所赤

災害復旧・関連事業（当年度施行）緑

【平面図】

令和８年4月撮影（被害状況）

【写真①】

（主）下田松崎線

至松崎

（寸法約2m×2m×1m、W=6t）

令和８年4月撮影（落石状況）

【写真②】

令和８年4月撮影（法面転石状況）

【写真③】



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

（18） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年５月２日、地震の影響により崖崩れが発生した。片側交互通行規

制を早期に解消し、安全な交通を確保する必要があることから、推進費を活

用して緊急的に落石対策工を実施することにより、通行者の安全・安心を早

期に確保する。

三重県

三重県南牟婁郡御浜町大字上野地先

24,000

道路更新防災等対策事業（主要地方道御浜紀和線）

ミナミムロ ミハマチョウ オオアザウエノ

12,000

崖崩れが発生した箇所に対し、再度災害防止として、落石対策工を実
施する。

令和８年４月13日撮影（被災状況） 令和８年４月13日撮影（被災状況）

【位置図】

☐50cm×50cm×50cm

☐50cm×50cm×40cm

☐40cm×40cm×40cm

☐50cm×50cm×50cm

☐30cm×30cm×20cm

☐40cm×50cm×40cm

ミハマキワ

施行箇所

三重県

【断面図A-A´】

【平面図】 災害復旧区間 L＝30ｍ
根固め工 V=30m3
吹付コンクリート工 A=250m2

推進費施行区間 L＝30ｍ

ポケット式落石防護網工 A＝400m2ロープ掛工 １箇所
仮設工 一式
測量設計費 一式、用地費A=60m2

用地買収範囲
←写真③

転石箇所

令和８年５月撮影（被害状況）

【写真①】 【写真②】 【写真③】

凡 例

推進費施行箇所赤

災害復旧・関連事業（当年度施行）緑

買収範囲

仮設工

令和８年５月撮影（被害状況） 令和８年５月撮影（施行箇所状況）



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

（19） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年６月10日、降雨・凍結等の影響により崖崩れが発生した。今後、

降雨等により、更なる崖崩れの発生するおそれがあることから、推進費を活

用して緊急的に落石対策工を実施することにより、通行者の安全・安心を早

期に確保する。

愛媛県

愛媛県上浮穴郡久万高原町若山地先

70,000

道路更新防災等対策事業（主要地方道西条久万線）

カミウケナ クマコウゲンチョウ ワカヤマ

35,000

崖崩れが発生した箇所に対し、再度災害防止として、落石対策工を実
施する。

令和８年４月13日撮影（被災状況） 令和８年４月13日撮影（被災状況）

☐50cm×50cm×50cm

☐50cm×50cm×40cm

☐40cm×40cm×40cm

☐50cm×50cm×50cm

☐30cm×30cm×20cm

☐40cm×50cm×40cm

サイジョウクマ

Ｎ

【位置図】

愛媛県

施行箇所 高エネルギー吸収型落石防護網工

【断面図】

A-A’断面

令和８年６月撮影（落石状況）

至 久万高原町久万

至 土小屋

【写真①】

推進費施行範囲

至 久万高原町久万

至 土小屋

崩壊範囲 L=5m

落石軌跡

【写真②】

写真②

至 久万高原町久万

至 土小屋

推進費施行区間 L=33ｍ
高エネルギー吸収型落石防護網工 A=740m2

写真①

崩壊範囲 L=5m

A’

A

主要地方道 西条久万線

写真②

落石軌跡

【平面図】

凡 例

推進費施行箇所赤

（凡例）

：高エネルギー吸収型落石防護網工範囲

：落石軌跡

令和８年６月撮影
（崩落斜面状況）



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

（20） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年４月24日、降雨の影響により崖崩れが発生した。今後、降雨等に

より、更なる崖崩れの発生するおそれがあることから、推進費を活用して緊

急的に法面対策工を実施することにより、通行者の安全・安心を早期に確

保する。

長崎県

長崎県五島市奈留町泊地先

90,000

道路更新防災等対策事業（一般県道奈留島線）

ゴトウ ナルチョウ トマリ

45,000

崖崩れが発生した箇所に対し、再度災害防止として、法面対策工を実
施する。

令和８年４月13日撮影（被災状況） 令和８年４月13日撮影（被災状況）

【位置図】

【平面図】

☐50cm×50cm×50cm

☐50cm×50cm×40cm

☐50cm×50cm×50cm

☐30cm×30cm×20cm

ナルジマ

施行箇所

【断面図】

A－A’断面

3.30

車道幅員

吹付法枠工

ロックボルト工

土のう撤去

土工

推進費施行区間 Ｌ＝38ｍ
土工 V=100ｍ3 吹付法枠工 Ａ＝762ｍ2
ロックボルト工 Ｌ＝513ｍ 仮設工一式

写真① 写真②

土のう設置 Ｎ＝１式

至 相の浦港
至 泊地区

A

A’

凡 例

推進費施行箇所赤

令和８年４月撮影（被害状況）

一般県道奈留島線
至 泊地区

至 相の浦港

令和８年４月撮影（被害状況）

一般県道奈留島線

至 泊地区

至 相の浦港

【写真①】 【写真②】



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

（21） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年１月19日、地下水の影響により崖崩れが発生した。今後の変状

の進行により、更なる崖崩れの発生するおそれがあることから、推進費を活

用して緊急的に法面対策工等を実施することにより、通行者の安全・安心を

早期に確保する。

宮崎県

宮崎県日向市東郷町山陰字庭田甲地先

50,000

道路更新防災等対策事業（一般県道山陰都農線）

ヒュウガ トウゴウチョウヤマゲアザ ニワタコウ

25,000

崖崩れが発生した箇所に対し、再度災害防止として、法面対策工等を
実施する。

令和８年４月13日撮影（被災状況） 令和８年４月13日撮影（被災状況）

【平面図】

【写真①】 【写真②】

☐50cm×50cm×50cm

☐50cm×50cm×40cm

☐40cm×40cm×40cm

☐50cm×50cm×50cm

☐30cm×30cm×20cm

☐40cm×50cm×40cm

ヤマゲツノ

施行箇所

宮崎県

【位置図】

石積崩壊、孕み箇所

石積現況勾配
１：0.3 ←（１：0.5）

石積崩壊孕み箇所
裏込材等流出 約80cm

令和８年５月撮影（被害状況）

路面の段差 約12cm

石積崩落状況全景

令和８年１月撮影（被害状況）

モルタル吹付工

舗装工

4000

1500 2500

【断面図】

凡 例

推進費施行箇所赤
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P.1
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P.3
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甲777-1

甲777-30KBM.1
155.367

Coブロック
200×300

Coブロック

写真①

写真②

推進費施行区間 L=40ｍ

用地費A=58㎡
補償費 一式

モルタル吹付工 A=235㎡、鉄筋挿入工 N=59本
既設雑石積み崩壊防止用FRP製格子状受圧板 N=59箇所、仮設工 一式

舗装工 A=170 ㎡

用地測量 一式



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

（22） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年６月26日、降雨の影響により崖崩れが発生した。全面通行止めを

早期に解消し、安全な交通を確保する必要があることから、推進費を活用し

て緊急的にコンクリートブロック積工等を実施することにより、通行者の安

全・安心を早期に確保する。

岡山県

岡山県倉敷市大畠地先

40,000

道路更新防災等対策事業（主要地方道岡山児島線）

クラシキ オバタケ

20,000

崖崩れが発生した箇所に対し、再度災害防止として、コンクリートブロッ
ク積工等を実施する。

令和８年４月13日撮影（被災状況） 令和８年４月13日撮影（被災状況）

☐50cm×50cm×50cm

☐50cm×50cm×40cm

☐40cm×40cm×40cm

☐50cm×50cm×50cm

☐30cm×30cm×20cm

☐40cm×50cm×40cm

オカヤマコジマ

岡山県

施行箇所
倉敷市大畠

【位置図】 【断面図】

呑口

コンクリートブロック積工沈下

路面陥没推進費施行区間L=20.0m

令和８年６月撮影（被害状況）

土砂流出

コンクリートﾌﾞﾛｯｸ積工沈下

45
0

35
0

10
0

H=
5.
00
m

SL
=5
.5
9m

350
300150

640

33
0

30
0

600

SL
=4
.8
8m

As

DL=5.00

GH=13.86

裏込砕石

裏込コンクリート

1:
0.
5

1:
0.
4

基礎コンクリート

天端コンクリート

胴込コンクリート

水抜きパイプVUφ50

3.0m2に1ヵ所

粗面ブロック
（控え35cm）

有孔管φ50　最大L=15.0m

導水勾配 5.0%

1:
1.
5

植生工(野芝)

防護柵工

地下排水工

埋塞防止工

舗装工

コンクリートブロック積工

Gp-Cp-2E

舗装工

埋塞防止工

防護柵工

コンクリートブロック積工
地下排水工

【写真①】 【写真②】

【平面図】

凡 例

推進費施行箇所赤
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00

(堆積土)
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主要地方道　岡山児島線

11.90

9.03

10

15

M

R4.0

12.52

10

10

至　児島

至　岡山

推進費施行区間L=20.0m
コンクリートブロック積工 A=72m2
舗装工 A=125m2
防護柵工 L=20.0m
地下排水工 N=24本
仮設工一式

写真①写真②

断面位置

呑口
被災時浸水範囲
※通常は水はない

埋塞防止工 １箇所

令和８年６月撮影（被害状況）



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

潮位54cm

ブロックが欠損

潮位78cm

推進費施行区間L=200m ※100m×2基
ブロック製作・据付工 N=240個

A

A′

ブロック製作・据付工
N=240個

A（陸側）
A′（海側）

被災前（計画天端高）

約4m

（23） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年６月３日からの波浪により、ブロック式離岸堤の損傷が発生した。

同様の波浪が襲来することにより離岸堤の損傷が進行した場合には背後地

への浸水被害が発生するおそれがあることから、推進費を活用して緊急的

に離岸堤工を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

静岡県静岡市清水区蒲原地先

600,000

海岸保全施設整備事業（富士海岸蒲原工区）

シズオカ シミズ カンバラ

600,000

波浪により被害を受けた箇所に対し、再度災害防止として離岸堤工を
実施する。

フジ カンバラ

【断面図】

【平面図】

【写真①】 【写真②】

静岡県

令和８年６月（AM）撮影（被害状況）

【位置図】 （A-A’断面）

富士海岸

施行箇所

山梨県

神奈川県長野県

愛知県

岐阜県

出典：国土地理院ウェブサイト（地理院地図を加工して作成）

凡 例

推進費施行箇所赤

浸水想定範囲（398ha）
浸水想定床面積（743,636m2）

令和８年４月（AM）撮影（被災前状況）



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

（24） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年６月４日、台風第６号による波浪の影響により道路陥没が発生し

た。全面通行止めを早期に解消し、安全な交通を確保する必要があること

から、推進費を活用して緊急的に護岸擁壁工等を実施することにより、通行

者の安全・安心を早期に確保する。

愛媛県

愛媛県松山市門田町地先

30,000

道路更新防災等対策事業（一般県道興居島循環線）

マツヤマ カドタマチ

15,000

道路陥没が発生した箇所に対し、再度災害防止として、護岸擁壁工等
を実施する。

令和８年４月13日撮影（被災状況） 令和８年４月13日撮影（被災状況）

☐50cm×50cm×50cm

☐50cm×50cm×40cm

☐40cm×40cm×40cm

☐50cm×50cm×50cm

☐30cm×30cm×20cm

☐40cm×50cm×40cm

ゴゴシマ

Ｎ

【位置図】

愛媛県

施行箇所
舗装復旧工

根継工

【断面図】
A-A’断面

令和８年６月撮影（道路陥没状況）

至 由良港

至 馬磯地区

路面陥没範囲

推進費施行範囲
【写真①】

至 由良港

路面陥没範囲

護岸崩壊範囲

推進費施行範囲

至 馬磯地区

【写真②】 【写真③】

至 由良港（一）興居島循環線
至 馬磯地区

写真①

舗装復旧工 A=21m2

根継工 L=71ｍ 仮設工一式

推進費施行区間 L=71m

写真③

写真②

路面陥没範囲

護岸崩壊範囲

護岸崩壊範囲

護岸崩壊範囲

A

A’

（凡例）
：根継（ねつぎ）工範囲
：舗装復旧工範囲

【平面図】

凡 例

推進費施行箇所赤

令和８年６月撮影（護岸全景状況） 令和８年６月撮影（護岸崩落状況）



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

（25） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年５月１日～５月11日の波浪の影響によりケーソンの被災が発生し

た。今後、被害が拡大した場合、防波堤機能が著しく低下するおそれがある

ことから、推進費を活用して緊急的に防波堤改良を実施することにより、島

民の安全・安心を早期に確保する。

十島村

鹿児島県鹿児島郡十島村小宝島地先

550,000

港湾整備事業（小宝島港小宝島地区）

カゴシマ トシマムラ コダカラジマ

440,000

ケーソンの被災が発生した箇所に対し、再度災害防止として、防波堤
改良を実施する。

令和８年４月13日撮影（被災状況）

【位置図】

【平面図】

☐50cm×50cm×40cm

☐40cm×40cm×40cm

☐50cm×50cm×50cm

☐30cm×30cm×20cm

コダカラジマ

施行箇所

鹿児島県

上部工 本体工 基礎工

A-A' 断面

基礎部の洗掘

ケーソンの傾き

上部工の割れ

港外側港内側

【断面図】

ケーソンの傾き約50cm

上部工の割れ約40cm

凡 例

推進費施行箇所赤

上部工の割れ
L=５m

基礎部の洗掘
L=20m

港内側
A

10m
５m

A’

ケーソンの傾き
L=５m

写真①

20m
写真②

港外側

推進費施行区間 L=20m
基礎工 L=20m、本体工 L=10m、上部工 L=10m、測量設計費一式

【写真①】

【写真②】

令和８年５月撮影（被害状況）

令和８年５月撮影（被害状況）
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